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1. 運用マニュアル  

1.1. はじめに  

子どもたちがインターネットや携帯電話などの ICT メディアを日常的に利用するようになり、

生活における位置づけが大きくなるとともに、ICT メディアに関連したさまざまな事件やトラブ

ルが発生するようになりました。一方、こうした“影”の部分だけでなく、日進月歩の技術革新

によって、ICT メディアを使った多様なコミュニケーションや表現が可能になるなど、情報化社

会において ICT メディアが果たす役割や有用性といった“光”の部分が注目されています。 

こうした状況を踏まえて、本書では、ICT メディアの健全な利用の促進に資することを目的と

して、中学生・高校生を主な対象とした、メールによるコミュニケーション、情報化社会への主

体的な参加、インターネットの特性を踏まえたクリエイティビティ（創造性）、クリティカルシ

ンキング（情報を批判的に読み解く能力）に関する能力向上を図るための具体的な指導内容を提

示しています。 

本書は、学校の授業や地域で開催されるセミナー、家庭等において、指導者や保護者が利用す

ることを前提として、「運営マニュアル」、「指導マニュアル」、「保護者の方へ」で構成され

ています。 

｢運営マニュアル｣は、「Plan（授業・セミナーの設計、事前準備）」→「Do（授業・セミナ

ーの実施）」→「See（指導後のフォロー）」というフェーズに分け、指導者や保護者がフェー

ズごとに実施する事柄についてまとめています。 

｢指導マニュアル｣は、「TPO に忚じたメールマナー」と「『調べ学習』でのネット活用」の        

2 つのテーマについて、「テーマ」、「授業・セミナーの学習目標」、「指導の展開例」などの

内容で構成されています。「指導の展開例」には、授業やセミナーの展開に忚じた所要時間の目

安、ワークシートなどの資料の配布のタイミング、スライドを切り替えるタイミングなどを記し

てあります。また、総務省の「教育の情報化推進ページ」1からダウンロードして利用できる、

ビデオクリップ（シナリオ）、ワークシート、掛図などの補助教材の一覧を掲載しています。 

最後に、「保護者の方へ」と題して、本教材をきっかけとして、保護者と子どもたちが日常生

活の中で ICT メディアとの関わりについて一緒に考えるためのポイントを記述しています。 

この指導資料は、インターネットや携帯電話などの ICT メディアに関する知識やスキルが十分

とはいえない指導者や保護者でも、ビデオクリップやワークシートなどの補助教材を使いながら、

一定レベルの指導ができるように工夫されています。中学校や高校の授業だけでなく、地域で開

催されるセミナーや家庭での指導の際に、ご活用ください。 

指導資料を使って「メールによるコミュニケーション」や「インターネットを使った調べ学習」

に関する授業・セミナー等を円滑に実施できるようになることを願っております。 

                                                 

1 総務省の「教育の情報化推進ページ」

（http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/kyouiku_joho-ka/index.html） 

http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/kyouiku_joho-ka/index.html
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1.2. 授業・セミナーのフロー  

授業・セミナーのフローは次のとおりです。 

① Plan（授業・セミナーの設計、事前準備） 

② Do（授業・セミナーの実施） 

③ See（実施後のフォロー） 

このフローに沿って説明します。 

 

1.3. Plan（授業・セミナーの設計、事前準備）  

（1）授業・セミナーの設計 

 2.5 及び 3.5 の「指導の展開例」を参照し、指導の流れを確認します。 

 3.6 の「授業を構成する際の参考情報」や 4.1「新たなウェブサービスと学習利用」、

文献・インターネットなどを活用して、ICT メディアに関する最近の動向や子ども

たちの ICT メディアの活用状況について把握します。 

（2）補助資料（ワークシートなど）の準備 

下記の資料を総務省の「教育の情報化推進」ホームページ

（http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/kyouiku_joho-ka/index.html）から 

ダウンロードします。それぞれの利用方法は次のとおりです。 

 ビデオクリップ（映像教材）…物語に沿って問題点や学習のポイントを提示します。 

 ワークシート…学習者の人数分コピーして配布し、ビデオクリップの視聴に合わせ 

て、学習者に記入させます。 

 掲示用スライド…スクリーンなどに映すか、黒板に貼り出して、登場人物やキーシ 

ーン、学習のポイントなどのおさらいに使用します。 

 シナリオ…映像教材の絵コンテとセリフを掲載しているので、指導者が授業・セミ 

ナーを設計する際に利用します。 

 

 

http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/kyouiku_joho-ka/index.html
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（3）機器類の準備 

① コンピュータ、スクリーン、プロジェクター、スピーカーなどを用意します。 

② コンピュータにビデオ再生ソフト（Windows Media Player など）、PowerPoint が

インストールされていることを確認します。 

（4）機器類の設営と事前確認 

① スクリーンを設置します。 

② コンピュータ、プロジェクター、スピーカーを接続します。 

③ コンピュータとプロジェクターを立ち上げます。 

④ プロジェクターに投影されるかどうか確認します。 

操作方法は、コンピュータの機種によって異なります。 

⑤ ビデオクリップを立ち上げ、動作を確認します。 

音声がスピーカーから出るかどうかを確認します。 

⑥ PowerPoint のスライドが動作するかどうかを確認します。 

（5）教室環境の設営 

① ビデオクリップがスクリーンに投影され、きちんと見えるかどうかを確認します。

明るければ、カーテンまたは暗幕を引きます。カーテンが備えつけられていない場

合、暗くなるように事前に用意してください。 

② 話し合い（グループディスカッション）を行うため、5 人～6 人で 1 グループにな

るように、島に分け、机、椅子を並べておくとよいでしょう。 

 

1.4. Do（授業・セミナーの実施）  

後述する｢指導マニュアル｣に沿って、授業・セミナーを進めてください。 
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1.5. See（指導後のフォロー）  

 学習者がワークシートに記入した事柄についてクラスで話し合ったり、指導者がコ

メントを書いたりするなどのフィードバックを通して、学習した事柄の定着を図り

ましょう。 

 ワークシートを家庭に持ち帰り、保護者の方と話し合って日常生活を振り返りまし

ょう。 

 

1.6. 教材の構成と活用のポイント  

本教材は、主に高校生を想定して制作した「TPO に忚じたメールマナー」と主に中学生を想

定して制作した「『調べ学習』でのネット活用」の 2 本立てで構成されており、それぞれ「メ

ールによるコミュニケーション」と「インターネットを使った調べ学習」の適切な方法について

学習できます。 

これらは相互補完的に組み合わせて学習することもできます。例えば、インターネットで調べ

学習をする際に、より正確で新しい情報を得るためには、人に聞くことも有効ですが、先方が遠

くにいたり多忙な場合には、メールで問い合わせた方がよい場合もあります。そのため、「『調

べ学習』でのネット活用」を学習した後に、発展学習として「TPO に忚じたメールマナー」を

学習することで、学習効果をより高めることができます。 
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2. 指導マニュアル「TPO に忚じたメールマナー」  

2.1. テーマ  

中高生のコミュニケーション手段として、友人・家族といった身近な相手とのコミュニケーシ

ョンでは携帯電話による「メール」の使用が大半を占めますが、最近では中高生向けの携帯利用

の指導等も充実しており、身近な相手であっても、丌満を伝える、謝るといった緊迫した場面で

は「直接話す」といった手段を選ぶ等、状況に忚じてコミュニケーション手段を使い分けられる

生徒も尐なくありません。次のステージとして、学年が上がり、学校を卒業すると、コミュニケ

ーションの対象が広がっていきます。ICT メディアの主要なコミュニケーション手段である「メ

ール」を使って、身近な人以外とのやりとりをする機会も増えていきます。そこでは、「TPO」

（Time, Place, Occasion）に忚じたメールマナーがますます求められます。TPO に忚じたメー

ルマナーを中高生のうちから意識することで、実社会の中で主体的にメールを使いこなす力を養

うことが期待できます。 

このような背景を踏まえ、ICT メディアリテラシー学習頄目における下記の能力を育成するこ

とを目的とします。 

 メールによるコミュニケーションのポイント 

 情報化社会への主体的参加 

 

2.2. 対象  

学校や家庭で実施する場合、中学生・高校生を対象とします。 

ビデオクリップの設定背景は高校生向けですが、中学生でも利用できます。 
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2.3. ビデオクリップ（あらすじ）  

西高バスケ部副キャプテンの宮下とキャプテンの高橋は、チーム強化のため、隣校のように社

会人の OB にコーチに来てもらえないだろうかと考えた。直接の知り合いもいなかったため、ま

ずは“よっしー”こと大学生の吉田先輩に相談することを思いつく。早速、吉田先輩から全国大

会出場経験のある、現在は社会人の小林先輩のメールアドレスを聞くことができたため、宮下は

練習参加お願いのメールを送った。あっさりと小林先輩から練習参加を承諾したとの返信メール

が届き、浮かれていた宮下のもとに、なぜか吉田先輩から困惑のメールが届いた。 

 

2.4. 授業・セミナーの学習目標  

メールの特性を踏まえ、TPO に忚じたメールマナーを学びます。 

 メールによるコミュニケーションの特徴や留意点等の理解を深めます。 

 状況に忚じたコミュニケーション手段の使い分けの必要性を意識します。 

 社会に出た際に求められるメールマナーの必要性を意識します。 
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2.5. 指導の展開例  

流れ 時間 学習活動 指導上、運営上のポイント 備考 

導入 5 分 【挨拶等】 

【アンケートの実施】 

 

 

【授業実施前アンケートを配布】 

アンケートを記入させることによって、

生活の中で自分がどのようにメールを

利用しているかを意識させるようにす

る。 

 

以前にメールに関

する学習を行ったこ

とがあれば簡単に

振り返りを行い、生

徒にメールのマナ

ーについて学習す

ることを意識づけ

る。 

展開１ 5 分 【映像視聴】 

ビデオクリップを視聴する。 

 

 

「吉田先輩は宮下くんが送ったメール

にどんな指摘をしたでしょうか」と画面

に表示された時点で映像を一時停止

する。 

 

10 分 

(30 分) 

 

 

 

 

 

【実習１と講義】 

①ワークシート１の１－(１)に記

入をする。 

 

②気がついた問題点について

発表を行う。 

 

③ワークシート１の１－(２)に記

入をする。 

【人物相関図のスライドを提示】 

人間関係が理解しやすいように人物

相関図のスライドを提示し、簡単に説

明する。 

 

【送信メールのスライドを提示】 

宮下くんが送ったメールの内容を振り

返り、気がついた問題点についてワ

ークシートに記入させる。 

 

生徒に発言させ、問題点について共

通理解を図る。 

 

どのようにすれば適切なメールになる

かを各自で考えて記入するように指

示する。 

 

 

 

 

 

グループワークが

実施できる場合に

は、いずれの学習

活動も各グループ

で意見をまとめ発表

する形式にしてもよ

い。 

 

 

 

3 分 【映像視聴】 

一時停止したビデオクリップの

続きを視聴する。 
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流れ 時間 学習活動 指導上、運営上のポイント 備考 

7 分 【実習２と講義】 

①ワークシート１の１－(２)を自

己採点する。 

 

 

②TPOについて説明を聞き、理

解を深める。 

【見本メールのスライドを提示】 

採点箇所（言葉遣い、日時を入れるな

ど）を示し、必要な点が文面にあるか

どうか確認させる。 

 

T： time…時間 、P： place…場所  

O： occasion…場合 

という用語を板書し、「時間、場所、場

合」に応じて言葉やマナーなどを使い

分けるということが必要であることを

説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１時間目終了） 

展開２ 8 分 

(25 分) 

【実習３と講義】 

①ワークシート２の２－(１)に記

入をする。 

 

②ワークシート２の２－(２)に記

入をする。 

 

③気がついた問題点について

発表を行う。 

 

メールの文面だけでなく、メールを活

用する上でのマナーについて考えさ

せる。 

 

生徒に発言させ、問題点について共

通理解を図る。 

（２時間目開始） 

２時間の授業で実

施する場合は、最

初に５分程度の時

間をとって前回の内

容を復習する。 

 

グループワークが

実施できる場合に

は、それぞれのケ

ースの問題点およ

び改善点を発表さ

せる形式にしてもよ

い。 

展開３ 8 分 

(15 分) 

【実習４と講義】 

①ワークシート２の３に記入を

する。 

 

 

 

②コミュニケーションについて

説明を聞く。 

 

 

 

③ワークシート２の４に記入を

する。 

 

 

 

 

 

 

 

メールのマナーだけではなく、必要に

応じてコミュニケーションの方法を変

える必要性があることを意識づける。 

 

学習内容が定着するように授業の感

想を記入させることで振り返りを行う。 

 

生徒の実態にあわ

せて意見を交換す

る形式にしてもよ

い。 
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流れ 時間 学習活動 指導上、運営上のポイント 備考 

まとめ 4 分 

(10 分) 

【講義】 

「TPO という言葉が意味するこ

とは何か」について説明を聞

き、さらに理解を深める。 

 

 

【まとめ】 

情報化社会に生きる私たちは、

その特性を正しく理解し、さまざ

まな情報機器を適切に利用す

るとともに、状況に応じて行動

できることが必要であることを

理解する。 

 

TPO とは言葉だけでなく、行動や服装

など含め、状況に応じて適切なふるま

いをすることであることを説明し、学習

の定着を図る。 

 

※注１ １授業時間は５０分の授業を想定した指導案となっている。 

※注２ 括弧内にある時間は２授業時間で実施した場合の想定時間である。 

 



 

10 

 

2.6. 補助教材  

2.6.1.  ビデオクリップ（シナリオ）  
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14 

 

 



 

15 
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2.6.2.  ワークシート  
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2.6.3.  掲示用スライド  

（1）人物 
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（2）人物相関図 
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（3）キーシーン 

  

  

（4）メール画面 

  

  



 

23 

 

3. 指導マニュアル「『調べ学習』でのネット活用」  

3.1. テーマ  

中高生のパソコンの利用で最も多いのは、インターネットで調べものをすることだといわれて

います。インターネットは図書館などに比べて容易に最新の情報にアクセスできる一方、インタ

ーネットに掲載されている情報をコピー＆ペーストして丸映ししたり、真偽が丌確かな情報を鵜

呑みにしたり、検索結果の項位のみで情報の優劣を判断したりといった問題点が指摘されていま

す。そのため、情報源の確認やさまざまな情報との比較を行う、クリティカルシンキング（情報

を批判的に読み解く能力）や、自ら考え意見を発表するクリエイティビティ（創造性）について

意識させる必要があります。図書館などの手段に加えて、インターネットを活用した適切な調べ

学習の方法を学ぶことは、情報化社会への適忚と創造的活動基盤の醸成に役立つと考えられます。 

このような背景を踏まえ、ICT メディアリテラシー学習頄目における下記の能力を育成するこ

とを目的とします。 

 クリティカルシンキング 

 クリエイティビティ 

 情報化社会への主体的参加 

 

3.2. 対象  

学校や家庭で実施する場合、中学生・高校生を対象とします。 

ビデオクリップの設定背景は中学生向けですが、高校生でも利用できます。 

 

3.3. ビデオクリップ（あらすじ）  

月島中学校２年生の亜衣は持ち前の好奇心から、親友の真由を誘って図書室に掲示してあった

「調べ学習コンクール」にチャレンジします。亜衣は父親のアドバイスでインターネットを使っ

て調べ、真由は図書館で調べます。二人は毎日下校時刻まで調べ学習に没頭しますが、真由がブ

ログ記事を見て、ふと“あること”に気づきます。 
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3.4. 授業・セミナーの学習目標  

インターネットを活用した適切な調べ学習の方法について学びます。 

 インターネット検索のポイントや気をつけること等の理解を深めます。 

 内容や状況に忚じた情報の調べ方（本、インターネット、インタビュー等）の使い

分けの必要性を意識します。 

 単に情報を調べるだけではなく、自分たちの経験を踏まえた主張も大切であると意

識します。 

 

 



 

25 

 

3.5. 指導の展開例  

流れ 時間 学習活動 指導上、運営上のポイント 

導入 ５分 【挨拶等】 以前に調べ学習を行ったことがあれば簡単に振り返りを

行い、生徒に調べ学習でのネット活用について学習する

ことを意識づける。 

展開１ 10 分 【実習１と講義】 

＜考えるきっかけを提示＞ 

設問『「もったいない」（例）をテーマに、何かを調べ、そ

れに基づいて自分の意見を発表するとしたら、あなた

だったら〈何〉を〈どんな方法〉で調べるか。 

＜挙手→発表＞ 

 

〈何〉例：「残飯」「割り箸」「石油」等。 

〈どんな方法〉例：「図書館」「書店」「手持ちの本」「インタ

ーネットで調べる」「人に直接聞く」「アンケートをとる」「新

聞で調べる」「雑誌で調べる」「専門書で調べる」等。 

〈方法〉については、以下の３つの方法に集約できること

を板書で確認すると共に、４つめの方法はないか問題提

起する。①本で調べる（新聞・雑誌含む）、②インターネッ

トで調べる、③人に聞く、（④自分で体験する）。 

展開２ ４分 【映像視聴】 

ビデオクリップを視聴する。 

「ふたりは、ブログ記事と本の文章を見比べて、どんな点

が気になったのでしょうか。」と画面に表示された時点で

映像を一時停止する。 

６分 【実習２と講義】 

①ワークシート１の気づいた点を赤ペンでチェックし、記

入する。 

②気づいたことについて発表を行う。 

①ブログでは情報を間違って認識している。 

②ブログでは本で述べられている考察を自分が考えた

意見のように記載している。③本では情報の出所がきち

んと明示されている。といったポイントの共通理解を図

り、それらにどのような問題や意味（著作権の重要性等）

があるかも説明する。 

展開３ ４分 【映像視聴】 

一時停止したビデオクリップの続きを視聴する。 

 

６分 【実習３と講義】 

①ワークシート２の２の本とインターネットの〈気をつけ

たいこと〉は何かを考えて記入する。 

②ワークシート２の３のもし父親だったら、どんなアドバ

イスをするか、考えて記入する。 

③それぞれ発表を行う。 

本とインターネットの〈気をつけたいこと〉例：「古い情報で

はないか」「間違った情報ではないか」「だまされていない

か」「相手の著作権を侵害していないか」「相手の思惑

（宗教や販売）に誘導されていないか」「信頼できるソー

スか」等。〈インターネット検索のポイント〉例：「上位検索

以外にも目を向ける」「検索キーワードを工夫する」「公的

機関等、信憑性のある情報ソースを参照する」等。 

展開４ 10 分 【実習４と講義】 

①ワークシート３の４の亜衣と真由が工夫したことを考

えて記入する。 

②ワークシート３の５に記入する。 

＜自分たちの経験を踏まえた主張＞例：「持ち帰りを許

可しているお店の人にインタビューした」「職場体験させ

て頂き食べ残される立場の体験をした」「ドギーバッグを

自分たちで実際に使ってみた」等の具体例を紹介する。 

まとめ ５分 【講義】 

ネットに掲載されていない情報があること、直接体験し

たり、直接体験した人にインタビューしたりすることの大

切さも知らせる。 

「critical thinking」で情報を吟味し、自分の体験等を踏ま

えた creativity のある題材を使って情報化社会へ主体的

参加していくことの大切さを示唆する。 
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3.6. 授業を構成する際の参考情報  

インターネットやパソコンに慣れていない生徒の中には、インターネット上であっても「活字」で書かれた情報はすべて「正

しい」といった認識を持っていることがあります。また、インターネット上のサービスは次々に新しいものが生まれており、注

意を要するものもあります。 

インターネットに関する生徒個々人の知識や認識にはかなりの差異があるので、まったく知識を持っていない生徒の存

在も視野に入れて授業をする必要があります。 

そのような場合、例えば、以下のような参考情報を適宜盛り込むのが役立ちます。 
 

 インターネットは、基本的に会話や手紙や電話と同様の双方向性を持つコミュニケーションツールの一つであり、向こう

側にもこちらと同じ生身の人間がいるという基本的なことを認識する。 

 インターネット上において、自分がされて嫌なことはこちらもしない等の初歩的なことから、場に応じたマナーをわきまえ

る等、コミュニケーションのルールに則って使う必要がある。また、善意のつもりであっても、真偽が不確かな情報を不

特定多数の人にメールで伝えるように促すこと（いわゆるチェーンメール）は、無用な混乱を招き、ルールに反するという

ことを理解する。 

 雑誌や新聞など紙ベースのメディアは、書いた物についていくつかの工程を経て印刷・出版されており、責任の所在が

ある程度、明確である。一方、インターネット上のホームページ、日記、ブログ等などは、容易に公開でき、訂正も簡単な

ので、いつの時点で書かれた物なのか、本当に本人が書いた物なのかの確認が困難な場合がある。 

 インターネット上で情報検索するツールとして「ロボット型検索エンジン」がある（指導の際には具体的な検索エンジンを

いくつか紹介するとよい）。検索する際に、利用する言葉や空欄で単語をつなぐ方法、“”で閉じる方法等の初歩的な使

い方、さらにロボット検索で上位にページがヒットする仕組み等を理解する。 

 インターネット上の既存情報だけでは十分な情報が得られない場合には、インターネット上で質問ができる「Q＆Ａコミュ

ニティサービス」が有用な場合がある（指導の際には具体的なサービスをいくつか紹介するとよい）。ただし、答えが正し

いという保証はなく、単なる個人的な意見や悪意ある答えが書かれる場合もあるため、得られた情報の取り扱いには十

分に注意する。 

 インターネット上で情報交流するツールとして、「ソーシャルネットワーキングサービス（ＳＮＳ）」がある（指導の際には具

体的なサービスをいくつか紹介するとよい）。中高生には「アバター」（インターネットコミュニティ上で使用される自分の

分身となるキャラクター）を介した「チャット」（文字や音声等を用いた会話）やゲーム等が人気であり関心も高い。一方、

コミュニティの性質上、年齢制限等を設けているサービスもあるため、中高生が不適切な利用をすることがないように注

意する。 

 近年、短い文章を手軽にリアルタイムで発信して情報交流に利用できる「簡易ブログ」が注目されている。「手軽」「リア

ルタイム」といった特徴を活かして、ビジネスなど様々な場面で急速に活用されているが、災害など非常時での活用でさ

らに注目を浴びている。ただし、他のツールと同様、デマなど流される情報の信頼性に問題がある場合や、リアルタイム

がゆえにプライバシーの流出等の課題もあるため、利用には注意する。 

 ネットショッピングやオークションなど金銭が絡む場合は、名前を聞いたことがある企業のホームページだからといって、

むやみに個人情報やクレジットカード情報を登録するには注意する。中には、企業の名前を騙ってメールアドレスを登

録させ、架空請求メールを送るといった手口もある。こうしたホームページの見極めは容易に判断できないため、利用

する場合には必ず大人が付き添うことを認識させる必要がある。また、インターネットオークションでは、ペニーオークシ

ョンと呼ばれる入札するたびに手数料が必要となるものもあり、商品を落札できなくても多額の入札手数料がかかる場

合があるので注意する。 
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3.7. 補助教材  

3.7.1.  ビデオクリップ（シナリオ）  
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3.7.2.  ワークシート  
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3.7.3.  掲示用スライド  

（1）人物 
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（2）キーシーン 
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4. 参考資料  

4.1. 新たなウェブサービスと学習利用  

ICT メディアの日進月歩の技術革新が進むにつれて、新たな ICT メディアの学習利用が進んで

います。これまで、ICT メディアの学習利用といえば DVD などの視聴覚教材が中心でしたが、

新しく生まれる各種のウェブサービスを利用することで、よりインタラクティブで効果的な学習

を行うことができるようになっています。 

例えば、最近のオンライン語学学習サービスでは、ウェブ上で単語の綴りをタイプすると正否

がすぐにわかるだけでなく、間違えやすい単語を自動的に記憶して、学習者が忘れたころに出題

するなど ICT ならではの便利な機能もあります。また、コミュニティ機能を設けて、学習者同士

の“教えあい・学びあい”を促しています。 

ICT メディアの進歩は早く、新しい技術やサービスは次々に生まれています。それぞれには特

徴・特性があります。それを理解した上で賢く活用すれば、コミュニケーションにおいても、学

習の手段としても、得るところも大きいでしょう。例えば、何かを調べる時に、ウェブの検索サ

ービスを使うのが一般的ですが、SNS やブログなどで信頼できるネット上のコミュニティに問い

合わせて発展的に学習することも可能です。 

情報化社会を生き抜く上で、このような新たな ICT メディアを使いこなす能力が求められてい

ます。 

新しいウェブサービスの特徴と学習利用 

ウェブログ（ブログ） ・ウェブサイト上の簡易な日記のようなもの。 

・過去に書き留めた内容の検索や整理が容易にできる。 

SNS（ソーシャル・ 

ネットワーキング・サービス） 

・利用者間での情報共有や、コミュニティ形成ができる。 

・誰に何を聞けばいいのかにも使える。 

簡易ブログ ・ブログと SNS・チャットの中間のようなサービス。 

・短文を投稿することで、様々な人々とコミュニケーションが容易

にできる。 

集合知・共有サイト ・有志によるオンライン辞書の作成が進んでおり、誰でも利用で

きる（ただし、利用する際には、情報の出所を確認することが

必要である）。 

ポッドキャスティング ・音声や動画によるコンテンツの配信が可能で、語学学習や授

業配信などに利用されている。 

高度検索技術・サービス ・文字による検索だけでなく、画像、動画、ニュース、地図、 

ブログなども検索できる。 

・例えば、地図検索を組み合わせて、地理や歴史の学習が 

できる。 
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5. 保護者の方へ  

子どもたちがインターネットや携帯電話等の ICT メディアに接する機会が多い家庭において、

日頃から保護者の方が子どもたちの ICT メディアの利用方法を把握し、基本的なマナーについて

話し合ったりすることで、子どもたちが大きな失敗を起こしたり、事件に巻き込まれたりするこ

とを未然に防ぐのに役立ちます。 

例えば、家族の共用パソコンをリビングなど目の届く場所に置いたり、電車内や病院内など公

共の場での携帯電話のマナーを教えたり、子どもと話し合って携帯電話の利用時間を決めたりす

るなど、既に多くの家庭で身近な取り組みを実践されていることと思います。 

しかし、もう一歩踏み込んだ指導となると、具体的にどうすれば良いのか悩んでしまうという

声も保護者の方から聞こえてきます。そこで、題材の一つとして活用して頂きたいのが、本教材

の「TPO に忚じたメールマナー」や「『調べ学習』でのネット活用」です。これらを使って、ICT

メディアを考える機会を積極的につくり、ルールやマナーを身につけると共に、どのようにすれ

ば普段から賢く活用できるかについて、保護者が子どもたちと一緒に家庭で振り返るきっかけを

つくっていただければと考えております。 

ICT メディアが果たす役割や有用性などを保護者の方が十分に理解し、子どもとともに ICT メ

ディアを有効に活用するためのリテラシーを培うことは、これからの情報化社会を生きていく上

での鍵となります。本教材がその一助となれば幸いです。 

 


